
銚子市総合計画（2019～2028年度）の概要

（1）人口減少・少子高齢社会への対応

（2）市民生活の実態に即したセーフティ・ネットの構築

（3）地域経済の活性化

（4）分断状況の克服

（5）行財政改革の徹底
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基本構想：まちの将来像、まちづくりの基本的指針

将来像

○まちづくりの課題

○まちづくりの基本方針～未来につなぐ
（１）「わたしたちのまちづくり（市民自治）」の推進

自由な市民参加によって、

まちづくりに必要な資源を

多角的に創出

何を自分たちで実践し、

何を行政に委ねるのか

を判断

市民・民間・地域でできないことを補完

限られた行政資源を必要なところに効果的に投入

豊かな発想と行動によって、

できる限りの可能性を発見

【市 民】

【行 政】

「市民にできること」「行政がすべきこと」「協働でできること」の不断のとらえ直し

（２）「まちづくりのちから」の創造と活用

（３）「つなぐまちづくり」の具現化

まちづくりへの活用

「ひと」
のちから

「もの」
のちから

「かね」
のちから

「ちえ」
のちから

創造 （意識されていないものの「認知」を含む）

「ライフステージ」時間的なつながり

「コミュニティ」空間的なつながり

それぞれの世代・分野・団体が
つながる

まちづくりのちからが
つながる

市民と市民、市民と行政が
つながる

○重点施策（銚子元気プロジェクト）

（1）銚子の強みを生かした雇用の場の創出

（2）自然（再生可能）エネルギーの活用促進

（3）質の高い子育て支援と文教都市の形成

（4）多様な主体が支えあいながら生活できる地域づくりの推進

（5）広域幹線道路網の開通による道路ネットワークの確立

対策
対策



市民目線の総合計画（施策区分）
○「ライフステージ（時間軸）」の視点、「コミュニティ（空間軸）」の視点

○「市民、地域ができること」「行政がすべきこと」「協働でできること」の視点

基本計画：将来像を実現するための基本的な施策

ポイント

１ ライフステージの視点（生活と時間） ２ コミュニティの視点（生活と空間）

３ 行財政運営（生活と行政）

　

　

ライフステージ
の視点

　１．生まれる・育つ 　１-① 子育て支援

　２．学　ぶ

　2-① 学校教育

　2-② 青少年育成

　2-③ 生涯学習

　２-④ スポーツ振興

　２-⑥ 大学との連携

　３．働　く

　３-① 水産業振興

　３-② 農業振興

　４-① 高齢者福祉

　２-⑤ 文化振興

　３-③ 商工業振興

　３-④ 観光振興

　３-⑤ エネルギー関連産業振興

　４．老いる・逝く

行財政運営 　１．行財政運営

　１-① 行財政改革

　１-② 情報化

　１-③ 広報・広聴

　１-④ 男女共同参画

　１-⑤ 移住・定住促進

　３-⑥ 上水道

コミュニティ
の視点

　３．市　域 　３-④ 道路整備

　３-⑤ 公共交通

　３-⑦ 下水道

　４．広　域

　４-① 国際交流

　４-② 広域連携（再掲）

　３-① 資源循環

　３-② 環境保全

　３-③ 都市づくり

　１-① 地域福祉

　１-② 健康づくり

　１-③ 障害者福祉

　１-④ 社会保障

　１-⑤ 住宅・住環境整備

　２．学区・生活圏域

　２-① 医　療

　２-② 防災・消防

　１．家庭・近隣

　２-③ 防犯・交通安全


